
認定番号：105 サポーター名：一般社団法人 北部九州河川利用協会

実施内容の分類：（５）流域の上流地域と下流地域の連携を推進する取組

取組
実績

流域治水オフィシャルサポーター 令和７年度取り組み実績

タイトル:真・地方の時代を考える流域情報交換会
～流域・地域を知り、流域の未来を考える～
日時:2025年11月6日（木）
主催:一般社団法人北部九州河川利用協会

当協会では、河川を通じて流域、地域の将来について考える機会を提供することを目的として、流域の首
長による情報交換会を開催しています。この交換会は、現在の人口減少や気候変動、災害の多発など河川
や流域、地域が抱えている課題を踏まえて、今後、ウェルビーイングを高めていくうえで地域社会をどの
ような方向に持っていき、そしてそれを次世代にどのようにつなげていくか、そのことを考えるきっかけ
となることを期待して行っています。関係する自治体等が集まって、川を活かした地域づくり及びその実
現のための情報交換や議論は、非常に有意義なものとなりました。



認定番号：105 サポーター名：一般社団法人 北部九州河川利用協会

実施内容の分類：（２）流域治水に関する広報資料の配布・掲示、アナウンス等

取組
実績

流域治水オフィシャルサポーター 令和７年度取り組み実績

タイトル:地域の防災フェア 親子de防災体験フェアーに出展
日時: 2025年5月24日（土）・25日
主催: We Love久留米協議会 福岡トヨタ自動車株式会社 久留米市

福岡県久留米市の西鉄久留米駅前ロータリーにおいて、
We Love久留米協議会が主催する防災フェアに出展し
ました。当日は、流域治水に関する広報資料の配布を
行うとともに、「重ねるハザードマップ体験コー
ナー」を実施しました。
久留米市は筑後川が流れる街であり、近年は内水氾濫
による浸水被害も多く発生しています。そのため、例
年多くの方に体験していただき、身近な地域の水害リ
スクを知る機会ともなっています。
当体験を通じて、参加者の皆さんが日頃からの「備
え」の大切さを認識し、防災意識を高めるきっかけづ
くりとなるよう取り組んでいます。



取組
実績

流域治水オフィシャルサポーター 令和７年度取り組み実績

認定番号：105 サポーター名：一般社団法人 北部九州河川利用協会

実施内容の分類：（２）流域治水に関する広報資料の配布・掲示、アナウンス等

タイトル:オリジナル流域治水説明資料の作成、配布

「流域治水」を説明する資料は、行政関係者以外の方には専門用語が多く、地域の皆さんに「自分ゴト」
として受け止めていただきにくい面があります。そこで、できるだけ難しい言葉を使わず、わかりやすく
伝えるオリジナル資料全28ページを作成し、防災イベントなどで活用も行いました。
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